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わずか 2 行の紹介があるにす
ぎないので,  ここに解説を試
みる次第である。  ミジンキス
イムシ科 Propalticidaeの模
式属 ProPal t icus SHARP,
l879 が記破されたのは,  ち
ょうど今から 100年前,  コキ
ノコムシ科Mycetophagidae
の一員としてであった。 その
後, もう一つの属Discogema
KoLBE, 1898 は現在のミジン
ムシモドキ科 D iscolomidae
(当時はホソカタムシ科の1
亜科) のものとして記載され
た。  これらはキスイムシ科,
テントウダマシ科など, 科の
所属を転々 と変えながら, 結
局, 1955年,  CRowsoN の名
著, “ The natu ral classi f i -
cat ion of  the fami lies of
Coleoptera” の中で新しい独
立の科 Propalticidaeが創設
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日本産ミ ジンキスイムシ科概説

佐々 治 寛之

はじめに 体長1~2 mmの小さな甲虫で, 日本か
ら 4 種だけが記録されているにすぎない, 目立たな
い科である。独立の科として認められたのが1955 年
で, 日本から最初に発見されたのが1964 年である
から, 一般にあまり知られていない。 北隆館の原色
大図鑑にはその名すら出ておらず, 和文で:t !かれた
ものとしては, 中根(1972)の

が木iY'駒ノ湯から, 佐々 治 (1971 ) が四国面河渓か
らそれぞれ1 新種を追加し, 部合4 種となった。
科の特徴と分類学的位置 一般にl幅 広い桁円形で
平。11面は短毛や鱗片で被われ, 多くは複雑な毛斑
を形成する. 頭部は横長で, 通常大きな眼を有する。
触角は10又は11節で細長く , 先端3 節は太く , 球牌

部を形成し, その末端節を除
く 2 節は先半分は著しく細く
なる。 前背板は大きく , 半円
形, 又は側緑が丸く前方に狭
くなる台形。 小概板は著しく
横長で, かなり大きい。上翅
は縦隆線を有する。 前基節は
横に細長く, 互いに幅広く離
れ, 前基節1 ｬは後方に開く。
中基節'高は中・ 後胸腹板によ
って側方に閉じられる。 附節
は雌雄とも5-5 - 5 で単純,
顕著な広がりはない。前脛節
端に l 本の大形の剌がある。
中・ 後脛節にはそのような剌
は認められない。 腹部は外観
上,  5節からなり, 各節は可
動的に接続する。
北隆館の原色大図鑑( II ) の
検索表に組入れるとすると,
15頁の20(25) と21(22)の間
に, 次のように挿入するとよ
いo

された。  そ して, 5 年後, 第 1 図 マタラミジンキスイ ProPalticus monmotoi 20' (20'') 前脛節端に l 本
JOHN (1960) は,  この科の全 H・ KAMIYA の大きな剌がある。

既知種を整理してまとめ, また, CRowsoN & SEN ミジンキスイムシ科P「0PaltiCidae
GUPTA (1969) は分類学的位置について検討した。 20' ' (20') 前脛節端には2 本の剌がある。
現在,  2 属43種が知られている。一方, 日本の種に 一見したところ,  コキノコムシ科の Lita「9uSに
ついては, 1g64年, 神谷( = 佐々 治) が初めて八重山 似た感じであるが, 開節の節数を数えれば容易に区
群島から2 新種を記載したのに始まり, 中根(1966) 別できる。前基節が互いに広く隔たること, 前脛節
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端にi頭111な刺があることはいい識別点になる.
ところで, 分類学的位置については, はじめに触
れたように, なかなか定めにくいが,  ヒラタムシ上
科Cucujoideaの球角群Clavicorniaに入ることは
確かのようで,  CRowsoN & SEN GUPTA (1969)
はコメツキモ ドキ科 Langur iidae の原始的な群,
例えばCryptophilinae亜科に類緑をもっていると
推定しながらも, カクホソカタムシ科群との関連も
考えられるとしている, もともと,  ヒラタムシ上科
には, 系統上の位ほが明確でない小さな科がぃくっ
もあって論議を呼ぶことが多いが,  この科もその一
つであろ う。

既知種とその分布 本科に所属する甲虫には2 属あ
り, JOHN (l960), CROwSON& SEN GUPTA(1969)
を参考にすると次のように分けられるようであるc
1 (2 ) 各上通には3~4本の隆条がある。 前脛節端の
制は非常に大きくへら状。触角は頭部の背面につ
く 体形はやや幅狭く , 体幅は体長の くらい一

- - -Propalticus SHARP, 1879 (=Microtoma
JOHN)

2 (1 )各上翅には5 本以上の隆条がある。 前脛節の
,111」はやや小さく, 尖っている。触角は眼の前方に
つく。体形は申函の広い摘円形で, 体幅は体長の2'3

iscogem'a KoLBE,  1897

D jscogenia 属 この属は KoLBEがUSamba「a
産の新種記載に際してホソカタムシ科のDiSCo1omi

n a e 科 (現在のミジンムシダマシ科) の1 属とし
て作ったもので, JOHN (1940, l942) はそのミジン
ムシダマシ科所属を認め, 7 種を追加した。  しかし,
同氏 (1956) はこれはミジンムシダマシ科ではない
として, テントウダマシ科に移し,  また l 種を追加
した。 さらに, 1960年, Propalticidae をまとめる
に際して, 本科に入れ,  2新極を加えた。全部でl l

種が記載されていることになるが,  ことごとく熱・器
アフリカ産で, マダガスカル島にもセーシェル群島
にも分布しないことは興味深い。 CROWSON & SEN
GUPTAはこのことから Oligocene以降に分化した
であろうと推定している。 我が国から発見される
可能性はまずないだろう。

p ropal ticus 属 1879年, 新属新種 ProPalticus
ocutatus SHARP  がハワイ , サモア,  ミクロネシア
から記載されて以来, 現在まで32種が知られており,
その分布範囲とそれぞれの地域の種数をあけると次
のようである,
熟1アフリカ (4 ),  マダガスカル (1 ), セーシ
ェル(1), インド(1), セイロン(1), マレ一半島
(2), インドネシア(5), ニューギニア(3), オー
ス ト ラ リア (2 ), ニューカレドニア (1 ) , サモア

(1), ハワイ(1), ミクロネシア(7), トンキン(3),
琉球(2 ), 日本内地(2 )。
旧世界の温暖地域に広く分布していることにな
る。 徴小な虫であるにもかかわらず, 各地で発見さ
れていることは, 熱帯では必ずしも珍稀なものでは
ないのかもしれない。 冬には相当の降雪のある福It
県の山地や木営駒ですら見つかっているので, 実際
にはかなり北まで分布していると思われる。 今まで
に判明しているかぎり, 採集場所は朽枯木の樹皮下
で, 原l平な体形はそのことを要付けている。 また,
大きな前脛節端の刺や,  よく発達した前胸から,  ピ
ョンとはねる習性が推測され, 実際の観察報告もあ
り, 大形の筋肉が前胸に付着していると考えられる
構造もみられるという。 ナガクチキ, ハナノミ,  ト
ビハムシ,  ノミゾウムシなど後肢ではねる甲虫は少
なくないが, 前般ではねる婆をみたいものである。
日本産 Propal ticus 属4 種の検索表

1 (2 )  前背板には側緑に沿って2 対の縦満がある
が, 顕著な白色毛列はない。 体長2.2 mm - -

第 2 図 キウチミジンキスイ ProPaaicus kiuchii SASAJ1
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2 ( l ) 前背板には側緑に沿った縦i能は
ないが, 顕著な白色毛列がある。

3 (6 )  前背板の側緑に沿った白色毛列
は3 対で比較的単調。 上 斑紋は単純。

4 (5 )  上翅は黒褐色地に, 中央前に l
対の不明瞭な円形淡色紋がある。 体長
1.8 - 2.2 mm - - - - kiuchi i SAsAJI

5 (4 )  上翅の周緑部は広く黑色で, そ
の内側は中央のfa色紋を囲み淡色。体
長1.3 -1.7mm - ryukyuensis KAMIYA

6 (3 )  前背板の白色毛列は複雑。上翅
の斑紋も複雑なまだら状。体長1・6mm

mon'mote l KAMIYA

1.   ヤマトミジンキスイ Propalt icus
japonicus NAKANE, 1966
芝田太一氏採集の木曾駒ノ湯産1 6に
よって記載されたもので, その後の採集
記録を知らない。地色は暗褐色で, 頭部
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前方, 触角, 前胸・ 上超の側緑部, 上超基部, 上越
中央前に1 対の 紋が淡色。 前1-i板側緑に沿って2
条の満があるのが特徴である。
2.   キウチミジンキスイ Propa lticus  hiuchi i

SASAJI, 1971 (第 2 図)
木内盛郷氏によって 者にlJ) だねられた, 同氏
びに酒井雅博氏採集の四国面河;�、 産の2  頭の標本に
基いて記,做されたもので, その後, 福井県今座町
'  ケ池でも採集された,   1二超の淡色紋は前種にや
似ているが. 前l f板に顕11は白色毛条が3 対ある
:恐らく , かなり広く分布しているのであろうが, 上
記以外のものを見ていない。
3. スジムネミジ ンキスイ Propal ticus  ryu-

hyuensis H. KAMIYA, 1964 (第3 図)
次種とともに日米科学協力研究による琉球列島i i
虫相調査によって得られたもので, 西表島・ 石;Ii i島
産の18頭に基いて記破された。 前ill' 板の白色被 t一列
は前種に似ているが, 上超淡色はfは, 中央暗色部を
囲む環状である。 その後の採集品を見ていないが,
近年八重山群島に採集に行く人も多いので多分採オi
ていると思っている。
4.   マダラミジンキスイ  P ropalt icus mo nmo-

toi H. KAMIYA, 196-l (第1 図)
西表島で森本 桂博士が採った1 に基づく _ 図に
みるように, 前背板には白色被毛による特有の模様
があり, 他種とは容易に見分けがっき,  また上翅の
斑紋も特徴的である。 その後の追加記録をみない。
蛇足ながら, 前種と本種を採集した 本博士は,  こ
の小さ甲虫に一早く注目され,   「こんな虫がとれた
よ」 と略図入りの11簡で知らせてくれた。博士の ''i
限と御好意に感謝の意を表して, 種名を率献させて
いただいた。
付記 何分にも徴小な甲虫なので, 限にっきにくい
が,本邦,特に琉球列島, や台湾から新しい観の追加も
「,想されるので, ,1名一賢の注意をうながしておきたい
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第 3 図 スジムネミジンキスイ Pr(,j)alticus
ryukyue'teis H. KAMI、'A

SAsAJl, H. 1971. A new Propalt icus-species of
Japan (Coleoptera : Propalticidae). Kontyu,
39 : 37-38.

SAsAJI, H. 1977. Chec k- l is t of Coleoptera of
Japan, No. 12. Family Propalticidae.

SEN GUPTA, T. 1978. Discovery of the fami ly
Propalticidae (Coleoptera) from India, wi th
descr iption of a new species of Propalt icus.
Orient. Ins., 12 : 81-83.

古い文献については JOHN (1960) に細羅されてい
るので省略。 (福井大学教育学部)
0コガタルリハムシの食草
コ カ' タ ルリ ハム シ Gast rophysa atrocyanea

MOTSCHULSKY. 1860は別名ギシギシハムシのJす
通りギシギシに群がる普通種であるが, 他の加書
物を私は知らない。  ところが, 今年(1979) 6 月24口
l LI形県大石田市の最上川畔の河原で水の引いた後の
泥地に生えたハルタデの若革に本種が群つて食べて
いるのを発見した。 付近にギシギシはあったが全く
食独はなかった。 従って, ギシギシを食い尽して仕
方なく同じタデ科のハルタデに移ったものではない。
被害はかなり広範囲に及んでいるように見受けられ
た。 (国立科学博物館, 黒沢良彦)
0ヒメミズギワアトキリゴミムシ利尻島の記録
ヒメミズギヮアトキリコ' ミムシ emetn'as am-

u rens is M oTscHuLsKY については, 本邦では北海
通 よりわずかな記録があるにすぎず, 島 の記録は
いまだないかと思われる。 者の手許には, 利尻島
産の標本があるので報告しておきたい。

2頭, 利尻島沼浦, 11. vil, 1977, 直海俊一郎採集。
.資重な標本を恵与された直海俊一郎氏に心からお
礼申しあげる。   (佐資県伊万里市, 大石美也子)
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日本産カンショコ力 ネ属概説 ( 2 )
小 林 裕 和

3. リュウキュウカンショコガネ APogonia
bi caυata ARROW
腹面は黒色~黑 色で光沢がある。 背面は腹面と
同色の事が多いが, 時として, 翅軸は赤味を帯びる.
腿節は赤 色, 触角は演褐色。 頭概- は比較的大き
な点刻を常にt1、える. 前頭および頭頂は細点刻を密
に具える 前1,ll'':は, 一部で融合した細点刻を密に
具える (若干の個体ではサメはだ状を呈し, 光沢が
鈍い)。前緑は幅広く緑付けられる。側緑は中央よ
り後方で強く円味を帯び, 前緑角および後緑角付近
では平圧される。 前縁角は鈍く突出し, 後緑角はや
や角ばる。小糖板は平jtlであらく点刻される。翅軸
の点刻は強く密で, 特に中央部付近の点刻は融合す
る。中央には目立つ幅広い1 条の条満と, その外側
に狭いかすかな1 条を有する。尾節板は, 後方でや
や中高となり, 非常に強く, 密に点刻されるが,  し
わ状とならない。 前脛節は細く,  2 外歯を有する。
体長:8~10mm。分布: 沖繩本島, 中之島。
4. チョウセンカンショコガネ A ogoma C“P「e0-
t,i ridis KoLBE
基亜種は朝鮮, 済洲島, 満州などに産する。わが
国からの記録としてはLEWISの五島列島よりの報
告があるのみであり, それ以外では採集の記録はな
い。琉球列島には, 次の亜種が分布している。

subsp miyakoana NoMuRA ( ミヤコカンショコ
ガネ)
長円形, 黑色で光沢があり, 個体によっては赤褐
色またはかすかな緑色光沢を帶びる。 体型並びに各
部の形態は A. 0z'carl'nata (フタスジカンショコガ
ネ) に非常に良く似ているが, 頭糖前緑はより強く
孤状となる。 版節の側緑には縦の隆起線を有しな
い。前脛節は通常2 外歯で, 個体によっては 跡的

な第3 歯を有する。 などの諾点で区別することがで
きる。体長: 9.5~11.5 mm。分布: 宮古島。
本亜種は, 現在のところ宮古島からのみ知られ,
近似種の A. btcaυinata が九州本土から沖繩本島
を経て石垣島, 西表島までに分布していて宮古島に
は産せず, 朝鮮などに産する本種が隔絶された同島
にだけ分布している事は興味深い。
5. イシハラカンショコガネ Apogoma zshi1larai
SAWADA
本種は, 四国および屋久島,  トカラ諸島などに分
布しているが, 地域により以下のような2 つの亜種
に区別される。

a. subsp. ishiharai SAwADA (イシハラカン
ショコカーネ)
体は卵円形に近く , 腹面および腿節は赤褐色で光
沢がある。 脛節および2ff節は暗褐色。 翅 は赤褐色
で個体により, やや紫色の光沢を帶びる。前胸背は
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黑褐色で光沢がにぶい。 頭擴は短く幅広で, 比較的
大きな点刻を非常に密に具える。 前緑は中央で弱く
わん入する。頭部は密に点刻され, 前頭中央は縦に
やや凹む。 前胸背は縦長の点刻をシワ状に密に具え
る。側縁は強く弧状を呈し, 後緑近くで最も幅広い。
前縁角付近では幅広く , 後緑角では狭い平圧部を有
する。 前縁角は鈍く突出する。後緑角は, なだらか
に円い。 小桶板は平.1flでほとんど点刻されない。 翅
者iは小点刻をやや密に具え, あまり日立たない2 条
の条薄を有する。 尾節板は密に点刻される。 前脛節
は鈍い2 外歯を有する。体長 : 10.5 ~11. 5mn。 分
布 : 四国。
b. subsp yakushimana NoMuRA (ヤクシマカ
ンショ コガネ)
基亜種に比べ, 腹面は暗色。翅標lはほとんど黒色
で光沢が強い。 前胸背は基亜種と同様縦長点刻をシ
ワ状に密に具えるが, 点刻はやや浅く細かい。中央
にはかすかな縦線を具える個体が多い。 側縁は前縁
角付近で特に平圧されるが後緑角付近では, ほとん
ど平圧されない。前縁角は基亜種に比べ大きく, や
や鈍く突出する。体長 : 10.5~11 mm。 分布 : 屋久
島, 中之島, .

' I石島。
6. 力ミヤカンショコガネ Apogo'ua kamiyai
SAWADA
腹面は黒色~赤掲色で光沢がある。 背面は一様に
黒色, あるいは翅軸が暗褐色で前胸背は黒褐色でに
ぶい光沢を有する。各肢は黒褐色。触角は黄褐色。
頭糖は幅広く孤状で前緑は中央でわん入する。点刻
は比較的大きく強く密。頭部は密に点刻される。前
胸背は, かなり密に点刻される。 前緑は狭く緑付け
られ, 中央部にはまばらな徴毛列を有する。 側緑は
中央よりやや後方で最も幅広く , 後方ではかなり円
味を帯びる。前緑角付近は, わずかな平圧部を有す
るが後方では平圧されない。 前緑角はわずかに鈍く
突出するが, 後縁角はやや角ばる。 小概板は平理_で
まばらに点刻される。 翅 は側縁では比較的大きな
会合部付近ではやや細かな点刻を具える。 中央には
かなり目立つ幅広い1 条の条満とその外側に狭い1
条を有する。尾節板は中高となり, かなり大きな点
刻を有する。 前脛節は明瞭な3 外歯を有する。体
長: 9~ l l mm。  分布: 宮古島, 石垣島, 与那国島;
台湾。
7. オオカンショコガネ APogoma major WATER-
H O USE

体色は黒色でかなり強い光沢がある。個体によっ
ては背面に, わずかな金属緑色光沢を帶びるものが
ある。頭糖は短く, 幅広く密に点刻される。前緑は
中央部で弱くわん入する. 前胸背は細点刻をややあ
らく具える。前縁中央付近では2 つのかすかな凹陥
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部を有する。 中央は個体により点刻を欠く縦線を有
する。側緑はなだらかに円味を帶び, 中央より後方
で最も幅が広い。 前縁角付近では, やや平圧される
部分を有する。 前縁角は鈍く実出する。 後縁角はや
や角ばる。 小備板は平」tlでほとんど点刻されない。
翅 は比較的大きく一部で融合した点刻を, やや密
に具える。中央にある2 条の条t薄はやや幅広く , 会
合部の1 条とあわせて平滑である。 尾節板は中央部
が中高となり, 密に点刻される。 前脛節は2 外歯を
有する。体長 : 11~12mm。分布 : 九州。
8. シプヤカンショコガネ A ogmfa s加'加ya‘'
SAWADA
体色は茶得色で光沢が強い。 頭部および前胸背で
は一部暗色となる。 頭橋は幅広く , 前縁は中央でか
すかにわん入する。 点刻は密で側緑付近でしわ状と
なる。 頭部は密に強く点刻されるがしわ状とならな
い。 前胸背は, 比較的密に点刻される。前縁は幅広
く緑付けられる。 側緑は後緑角前方で最も幅広く ,
前方に向かってなだらかに狭まる。 前緑角付近では
幅広い明らかな, 後縁角付近はかすかな平圧部を有
する。 前緑角は大きく突出するが先端l l鋭くない。
後縁角はなだらかに円い。 小概板は平inで側方はま
0日野春のオオヒラタ トックリゴミムシ
本邦産トックリコ ミムシ族中の最大種オオヒラタ
ト ッ ク リ ゴ ミ ム シ codes (Brachyodes) t ' t r ons
WIEDEMANNは, 本州, 四国, 九州に産し, 国外で
は, 中国, 東南アジア, 印度と分布も広いが, 一般
には得難い種なのか各地のリストにもあまり見かけ
ないものなので, 筆者が石塚勝已, 立石 一両氏と
日野春を訪ねた際に得たものを報告しておく。

3 , 山梨県日野春, 30. vi. 1979.
雑木林の中に設置した夜間採集のill: 火燈に飛来し
た。 この種に相応しい環境とは思えぬが, 違からぬ
所に水田があり, 多数のヒメガムシ,  コシマケ' ンゴ
ロウ等も飛来したのて', そちらから来たものと思わ
れる。 なお, 当夜秘かに希っていた雄大なォォクワ
ガタ l が,  ク :?ギ樹幹に塗布した糖n:iiに来てい
た。 (千葉県船橋市, 笠原須磨生)
0茨城県南部のタマムシ (その2 )
筆者はさきに, 茨城県南部 (取手市, 土浦市, 筑
波山) に産するタマムシ科 Buprestidae として26
種を報告した (甲虫ニュース,  No 44)。  その後,
同地域において下記の7 種を得たので, 茨城県産タ
マムシに関する資料として追加報告する。
1. ヒ メ ヒ ラタ タマムシ Anthaxiaprotet?s SAUN-
D ERS

多数, 土浦市宍塚, 30. v. 1979 : 多数,  牛久町成
井, 8. vi. 1979.
2 . シロオビナカポソタ マムシ Coraebus quadr i-
undu latus MOTSCHULSKY

4 , 5 , 筑波山御幸ヶ原, 19. v. 1979.
3. ク ワ ナ ガ タ マ ム シ Agrilus komareki OBEN-
BER GE R

No. 48 (Dec. 1979)
ばらに点刻される。 翅軸の点刻は細かく比較的まば
らであるが側緑前方では一部融合し, やや密となる。
会合部および中央とその外側に点刻を欠くかすかな
隆起線を有する。 尾節板は中央でわずかに中高とな
り密に点刻される。前脛節は細長く 2 外歯を有する。
体長 : 9~10mm。分布 : 奄美大島。
本種は, 前述のA. bicaυata, A. ishiharaiおよ
び A major などと外部形態が極めて似ているほ
か, 雄交尾器も非常に似ている。  しかも, 現在まで
に知られている分布地はいずれも。 重複していない
ことなどから見ても恐らくは, 起源を同じくした種
類が, それぞれの地域に於いて特殊化していったも
のであろうと想像される。
わが国には,  以上にあげた種類のほかに LEWIS
が1895年に記破した (産地に日本と書かれているだ
けで詳しい模式産地は記されていない) 種 A. ,uP-
Po'ficaが記録としては残っている。  しかしながら,
この種は今までに台湾では分布が確認されてはいる
ものの, 残念ながら著者は国内で採集された個体を
実際に検したことはない。 本種はわが国に産するか
どうか不明であり, その分布には疑問が残る種であ
る。 (東京都練馬区)
2頭, 土浦市宍塚, 10~18. v. i979 ; 多数, 筑波
大学周辺 (桜村), 12. v. 1979.
4. シ ラ ケ ナ ガ タ マ ム シ Agr i lus Pi1osot'ittatus
SAUNDERS

l4頭, 土浦市宍塚, 10~ l8. v.1979 ; 3頭, 筑波
大学校内, 12. v. 1979.
5. ヤナギチビタマムシ Trachys minuta LINNE
多数, 筑波山神社周辺, 9. ix. 1979 ; 5頭, 土浦
市宍塚, 24. ix. 1979.
6. ソ ー ンダースチビタマムシ Trachys saunder-
si LEWIS

1 頭, 筑波大学校内, 12. v. 1979 ; 6頭, 土浦市
t:塚, 24. ix. 1979.

7. ヒ ラ タチ ビタマムシ Habro1oma elegantulum
SAUNDERS

8頭, 土浦市宍塚, 28. ix~10. x. 1979.
最後に, 種の同定と種々のご数示をいただいた.!Il
沢良彦t専士に深謝する。 (茨城県稲 郡, 大桃定洋)
0富士山藤のムネァカセンチコガネ
上野俊一博士が静岡県福野市十里木で採集された

ムネァカ センチコガネ Botbocerosoma mgroPla-
giatum (WATERHOUSE, 1875) ( 1 , 21. vi i i979)
は関束地方や東北地方に多い前胸i'i'の黑紋がほとん
ど消失した型 f m lfimai NAKANE, 1952 ではな
く , 前胸背に大きな黒紋があり頭部も黒い基本型で
あった。 この型は関西地方を中心とした西日本に多
いものであるが, その東限がどのあたりにあるか私
は知らない。 今回の標本によって, 富士山の南麓に
も確実に産することが判ったわけである。 なお, 十
里木は標高約900mで, 富士山と愛鷹山にはさまれ
た鞍部にある。 (国立科学博物館, 黑沢良彦)
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福 井 県 の シ デ ム シ

斎 藤 t ',  弘

この記録は, 福并市立郷土自然科学博物館発行の
「福井県博物同好会会報」 で発表する為に執筆した
ものであるが, 地方 itであるので, 県外の一般の人
では入手しにくいと思い,  ここで少々加筆して発表
したいと思う。
なお, 特筆しない限り資料は筆者採集保存で, 同
定も筆者自身が行なったが, 特にホソヒラタ ・ ツ ノ

グロモン・ ヒロオビモン・ ヒメモンシデムシ, 及び
「原色福井県i:t虫図諾」 にあるシデムシ科全種 (福
井大学所蔵) は福并大学の佐 治々寛之先生に確認し
ていただいた。 又, 記録の採集地名はすべて福井県
内なので福并県をt'l、略してある。
本文に先立ち, 本発表の折に多忙なところ標本の
確認及び御指導下さった福井大学の佐 治々寛之先
生, 標本を検する機会を与えて下さったt専物館の長
田 勝民に心から深く御礼中し上げる。
福;Il l「1のシデムシ科については, 既に井崎市左衡
門氏が 「福并県t専物同好会会報」 に7 種を記録して
いる (1950年)。又, 「原色福111-県民虫図譜」  (以下
図語と略す ) に10種が図示されているが(1938年) ,
ここで改めて最近の数種の記録を加え, 現在までに
知られている種を記する。

シデムシ科 Silphidae
1. キイ ロツヤシデムシ Ca'moteum 1oripes
LEWIS
低山地 ~ l L1地で時折採集される。 花等のビー ティ
ングで得られる。

1頭, 大野部上打波構ヶ湯, 4. vi. 1977 ; 1頭,
大野郡上小池刈込池, 17. vi. 1979.
2. オサシデムシ Pelatines striat1'pennis LEWIS
低山地~山地に普通で, 花上で得られ, 冬期には
朽木中や樹皮下で越冬するものが得られる。

1頭, 南条部今庄町夜叉ヶ池, 20. xi.  l977 ; 1
頭, 勝山市平泉寺三頭山,  29. v. 1977 ; 1頭,  大
野郡上小池刈込池, 3. vi. 1979.
3. クロシデムシ Nicrophorus con(o1or KRAATz
低山地~山地に,∴齟ﾊ。 �体で得るよりむしろォ
ムシ等と共によくどぶ、1ftにi?ちているものを捨う機
会が多い。

3頭, 坂井部三国町松島, 1. xi i 976.
4. マエモ ンシデムシ N maCu町r0'is KRAATz
県内での明確な記録はあまりない。 確実な標本を
検することができたので以下に記録を示すが, 図諾
では分布を県下一円としている。

1頭, 数賀市池ノ内, 19.  vii i975. (長田 勝
氏採集保存)
5. ヨツポシモ ンシデムシ M 1ladn'p mcf atas
KAATZ
県産シデムシのうち, 最も多い種の1 つで, 平地

~ 山地に広く分布する。 ヘビ等の死体の他に人装1に

第48 号 a 979年12月 )

も来集する。
1 頭, 坂井部丸同町 _原, 3- vi i i. 1973 ; 1頭,

大野部打渡三ノ峰, 23. vii i976.
6. ヒ ロ オ ビ モ ン、ンテ' ム シ N intlestigator ZET-
TERSTEDT
高地性で, 筆者が以下の記録で本県初としたもの
同山系の加「1白山には本種の記録がないが, 当然分
布してよいものと思う。

1 頭, 大野部打波, 三ノ峰黑ん坊平, 標高約2100
m , 7. v ii i. 1978.
7. ヤマ トモ ンシデムシ N japomcus HAROLD
個体数はあまり多くない様である。図譜の39. シ
デムシは本種である。

1頭, 井郡坂井町今并, 13. vii i 977.
8. ツノ グロモンシデムシ N tlesPt110ides HER-
BS T

高地性で, 筆者が以下の記録で本県初としたもの,
体長差が大きい。 分布の西限かもしれない。 これも
加賀白山に記録がない。

1 頭, 大野郡打波, 三ノ峰黒ん坊平, 標高約2100
m, 19. vi l. 1977 ; 3頭, 同所, 7. vi i i. 1978.
9. ヒメモ ンシデムシ N montttlagus LEWIS
高地性で,  目下県内では2 頭の記録があるのみで,

l 頭は筆者の記録でもう1 頭は佐々 治先生の赤兎山
での記録である。

1 頭, 大野郡打渡, 三ノ峰黒ん坊平, 標高約2100
m, 7. vii i. 1978.
10. コクロシデムシ PtomascoPus mori0 KRAATZ
平地~ 山地に-普通で, 死体の他灯火にも来集する。
地域的変化がある様で, 平地産では大型で上 が全

く黒色であり, 山地産のものでは別種と linわれるほ
ど小型で上唇がf�褐色で �る B  両者の中問型も山
ふもとで得られ, 上唇が半分黄 色である。

2頭,  和泉村朝日前坂,  30. vii i976 ; l 頭,
-Jl-坂郡丸岡町豊原, 5. ix. 1971.
11. オオモモブ トシデムシ N,ecrodes astat i ('us
pORTEVIN
山地に普通で, ｶ「火に来るものを得ることが多い。
2頭, 大野部打波鵜ヶ湯,  30. v'1. 1978 ; 1 頭,
同所, 18. viii. 1975.
12. モモブトシデムシ Me. 'ugr icor'us HAROLD
平地~ 低山地に分布し, 県内では最も多い種の1
つ。 山地では前種と入れ替るようである。

1頭, 坂井郡坂井町今井, 1. viii. 1973. ; 1頭,
福井市足羽山, 10.  viii. 1976.
13. ぺッコウヒラタシデムシ Ca1osilpha bnm-
mcoi i is KRAATz

平地~低山地に分布し, 次種よりやや少ない。
3頭, iii井郡丸岡町山竹田文競山, 20. vi. 1975 ;

1 頭, 坂并部金津町宮谷, l9. vi. 1977.
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14. オ オ ヒ ラ タ シ テ' ム シ i s l fp a Japomca
MOTSCHULSKY
平地~山地に分布し, 県内では最も多い種の1 つ。
図諾の35. ホソヒラタシデムシは本 である .

1 頭, 坂11郡三国町松島,  9. vil. 1977 ; 1頭,
福井市川西区布施田, 2. iv. 1973.
15.  ホソヒラ タシデムシ Si lPha 10ngtcornis POR-
TE VI N

高地性で, 以下の記録で筆者が本県初としたもの.
地方的変化があり, 本個体は前胸背がやや幅広く ,
黒味が強く一見ヒラタシデムシに似ている。 西限か
もしれない。

1 頭, 大野部打波, 三ノ峰黒ん坊平, 標高約2000
m, 19. vi i i 977.
16.  ビロウ ドヒラ タシデムシ Oiceoptoma thora-
cica LINNE
高地性で, 以下の記録で筆者が本県初としたもの。
個体数はあまり多くない。 西限かもしれない。

2頭, 大野郡打波三ノ峰黒ん坊平, 標高約2100m,
19. vil. l977 ; 3頭, 同所, 7. vni. 1978.
l 7.  クロポシヒラ タシデムシ Olceoptoma ntgro-
punctata LEWIS
山地で時折得られるが, 残念ながら筆者の記録は
ない。図諾のョツポシヒラタシデムシは本種であるc
18.  ヒメヒラタシデムシ l aM fop加 s al - '-
pi10SuS pORTEVIN
最近の記録はないようで, 図諾の標本があるのみ。
図諾では分布地に北潟と数賀を挙げている。
その他, 近緑グループとしてチビシデムシ科では
次の3 種の記録がある。
・ ヒ レルチビシデムシ Catops hi11eri KRAATz
・ ア カ ア シ チ ビ タ マ ム シ C anguslipes PIc
- ルイ スチ ビシデムシ C angustitarsis REITTER
又, 現在はハネカクシ科に移されているが, 注目
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できるものと して次の記録がある。
クロモンシデムシモ ドキ Tri gonoderma l eb1-

Oides KRAATz
1 頭, 大野市宝慶寺, 27.xi i977.
他に佐々 治先生が大野郡下打波で採集されている
以上がl979年6 月現在までにわかっている福并県
産シデムシのファウナであるが, 本県ではオサムシ
用トラップ以外はほとんど掛けられておらず, どの
ような種, 個体数が分布しているのかは断片的にし
かわからない。 これから記録が增えるとすれば小型
極で1 種, モンシデムシ類で1 種,  ヒラタシデムシ
で2~3種ほどであろう。 他県との比較もしなければ
ならないが, 本県の上記18種は他県に比べて多い l
数だと思う。 しかし, 石川県には本県に記録のない
ムナグロツヤシデムシが加賀自山で採集されており
この種が本県側でも分布しているかどうかは調べる
必要がある。 以上, 簡単ではあるが福井県に産する
シデムシの知見をまとめてみた。

福并県産シデムシに関する文献
l )  井崎市左衛門 (1956) 一福井県の甲虫( l )一 ﾐ
并県博物同好会会報第3 号,  7 種。

2)  斎藤,「・弘 ( l978)  一福井県の珍らしい中虫の記
録一昆虫と自然 vol. 13 ( l2),  2種。

3) 斎藤, ﾊ弘 (1979)  一福 JI一県の珍らしい「「 l虫の記
録2一 虫と自然 vol. l4 ( 8 ),  l種。

4)  佐々治寛之 (1976) 一表 2 - 2 重点調査地域
虫目録B甲虫類一福并県自然環境保全基礎調査報
告書 p.173, 7種。

5)  佐々 治寛之 (1976) 一甲虫目 COLEOPTERA
一福井県雄島の民虫相, 福井大学教育学部紀要第
ll部 (自然科学) 第26号 p52,  2種。

6)  原色福井県昆虫図諾 ( l938), 10種
(福井県坂井部)

一 ー ー ー一_ _ 一 ー ー ー 一

0対馬と 岐の甲虫数種の記録 クロナガタマムシ Agri lus cyaneom ger E.
対馬と隠岐で私が採集した甲虫類の中から興味あ SAuNDERs, l 873
る数種を選び記録しておく。 2(i) (i), 隠岐島後横尾山, 10. vi i i975。
センチコガネ Geot ruPes laetlistn atus MoTs- 共に東北地方や中部山地に多い, 頭胸部が赤味を

CHuLSKY,1857 1 , 対馬下島権現山, 8. vii i973。 帯び, 翅將がやや緑がかった店金色を帶びる  f.
ョ ツバコガネ Parasfasza femef adn de t a - c gprocυi r idfs  LEWIS,  1892で �った

tus (SAwADA, 1938) 1 , 対馬上島念仏坂,  27. (仙台市, 渡辺  德)
Vii・ 1973。 シラホシナガタマムシ東北の記録
ミヤマクワガタ Lucanus macuti femoratus シラ ホ シ ナ ガ タ マ ム シ Agritus atazon LEWIS

MOTSCHuLSKY,  f macul if iemorattis MoTscHuL- は黒沢良彦氏の日本産タマムシ科概説10 (甲虫ニュ
SKY, S. St「. ース,  Nos.  l7/18,  1974, p 2) と原色民虫大図

2 , 2 , 隠岐島後大満寺山, 7. vii i975. 鑑 II (北隆館) によれば, その分布地は関東以西が
雄はどちらも本州の山地に多い基本型であった。 知られている。 しかし, 筆者は束北地方の南部から
ムツポシタマムシ Chrysobothris succedanea 本種を得ているので報告する。

E・ SAuNDERS, 1873 1 , 福島県南会津郡館岩村新田原, 1.viii. l979
1♀, 隠岐島後横尾山, 10. vii i975。 筆者採集。
ヒ メ ヒ ラ タ タ マ ム シ AnthaXiaPr,oteus E.SAuN- この個体は第沢入口付近の道端にて, 風に流して

DERS, 1873 いたネッ トに止まったものを採集した。
2 , 6 , 隠岐島後都万, 9・ vii i975. (東京都世田谷区, 服部守春)



甲虫ニュース

0台湾のコメツキムシ覚え書き ( 1 ) アカサビコメ
ツキについて

ァカサビコメツキは Tonkin から採集された雌
個体に基づいてlg08年に FLEuTIAux がAdetoCe「a
sangutnea  と名付けた種である。  その後同氏は本
種を Lacon 属のSMlucilacon亜属に移し, 1941年
にこの亜属を属に昇格している。しかしながらHAY-
EK(l973) は Sulcilacon 属は Lacon 属のシノ. ニム

であるとして本種を再び Lacon 属に移すと共にこ
の種名は先に CANDEzE によって記載された Lace't
sangutneus の:二次新参ホモニムであることを述ぺ
本種に対して Lacon mat‘sent と新名を与えている
本種は体の背面があざやかな赤色密毛で被われて
おり, サビキコリの仲間でも最も美麗なコメツキム
シの1 つである。 体の背面が赤色であるという点で
は,  タイワンキ,、ネサビキコリ Agrypnus agi11a-
ceas shlmla (0HIRA) に類似するが, 背面の毛は
よりあざやかな赤色 (生存時) であること, 前胸背
板は両側が平行状で中央に黒色毛によ る縦線がある
こと, 小概板はほぼ垂直に位 すること, そして触
角は第3 節からくしひげ状を呈することによって区
別することが出来る。
大平 ( l968) は台湾の台中で1964年6 月10日に採
集された1 雌を台湾から初めて記録しているが, め
ずらしい種類なのか, さやばねNo 2 : 2,  fl9. 10

第48 号 (1979年12月)
に産地不明のものが図示されている以外にその後の
記録はないようである。 筆者は幸いにも台湾からい
ままで未知であった本種の雄を検することが出来た
ので, ここに記録すると共に, 雄交尾器の形態図と
成虫背面図を併せて紹介しておきたい。  (紹介した
成虫の体長はおよそ18 mmで雄交尾器のスケール

は 0.5 mmである)。
1難, 12, v.1977, 南投県南山渓, 伊藤海採集;

1雄, 15. 111. 1979, 同上, 篠原明彦採集。
末筆ながら美麗でめずらしい本種を採集されご意
与下さった篠原明彦・ 伊藤 i率両氏に心よりお礼中
し上げる. (東京農大, 鈴木 亙)
0オオクヮガタ生存の記録

1976年7 月28 日, 新潟県糸魚川市姫川温泉の街燈
に飛来したォォクワガタDorcushoPei 3 を採集,
東京に持ち帰って飼育した。 30X16・5 X20Cmのプ
ラスチック製水糟に市販の力ブトムシ飼育用の粉末
を入れ,  2~ 3本の木の枯枝をのせ, 常に多少の湿
度を保つよう気をつけた。 解は数日おきに蜂室を少
a, たまに果実を与えたが, 忘れることも多く, 全
体として与えた の量は多くなかったと思う。 飽食
させないことがよかったのか, 一生独身を通したた
めか案外長生きし, 1979年4 月20日死亡するまで足
かけ4 年,  2 年9 ケ月間生存したことになる。
冬期には水糟の下を毛布でく るみ室内においたが
今年の異常な暖冬のためと, 転居して室内温度があ
まり下らない室においたせいか3 月ごろから活動を
始め, その後の気温の低下, 食価のとりすぎ (果実
を主に与えたなどのため死期を早めたのではないか
と思う。 ただ生かしていただけで, 自然状態ともか
なり条件がちがうとは思うが, 成虫で4 年目を迎え
たわけで, 生存の一つの記感として報告しておく。
なお, 飼育箱中には常にコクワ力'タ69 数頭が同居
していたが別にトラブルは起らなかった。

( 国立科学博物館, 藤山家德)
一 ー ー 一 . w 一 、 、 ・ 一 、 ・ _
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昆虫の器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめてできた有頭昆虫針! !
1 , 2 , 3 , 4 , 5 号 (各号100本 l80円)
なお, 有頭針00,0号もできました。その他, 採集
標本整理用各種器具も取揃えてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6
電 話 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 束京 21129

志賀昆虫普及社

タ ッミの昆虫採集器具j ドイ ツ 屋本 木製大 ￥、5,200, 合板製
1 インロー型標本箱中￥1,400, 送料一箱にっき都
< 内及第一地帯 : 3 個以下￥1,400, 4 個以上￥850

(以下同様), 第2地帶￥1,400, ￥950, 第3地帶
( ￥1,600, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作
1 販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)
、 タ   ツ   ミ   製作 所j 〒113 東京都文京区湯島 2-21-25
電 話 (03) 811- 4547, 振替 6- 113479


